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国内学会発表 33 高橋 哲也. 運動療法の核心. 第60回 日本臨床生理学会総会，Gメッセ群馬、2023年10月21日～22日

国内学会発表 34 森本 ゆふ, 池田 恵, 關根 美和, 澤 龍一, 高橋 哲也, 代田 浩之. 日本語版eHealthリテラシー評価ツールの翻訳と精度の検証. ヘルスコミュニケーションウィーク2023～福
島～，コラッセふくしま，2023年9月30日、10月1日

国内学会発表 35 高橋 哲也, 礒 良崇, 宮澤 僚, 山本 智史, 松尾 知洋, 森沢 知之. 循環器病の維持期・生活期リハビリテーションと複合リハビリテーションの現状と課題-厚生労働科研事業
からの報告-　心臓病の複合リハビリテーションの現状と課題. 第60回日本リハビリテーション医学会学術集会，福岡国際会議場、2023年6月29日〜7月2日



国内学会発表 36 高橋 佑太, 森沢 知之, 岡本 洋史, 松元 紀子, 加藤 渉, 齊藤 正和, 高橋 哲也, 藤原 俊之. 敗血症患者における骨格筋の質と入院関連機能低下の関連. 第50回日
本集中治療医学会学術集会，国立京都国際会館、2023年3月2日～4日

国内学会発表 37 高橋 哲也. 集中治療認証理学療法士作ります　集中治療専門理学療法士制度設立に向けて. 第50回日本集中治療医学会学術集会，国立京都国際会館、2023年3
月2日～4日

国内学会発表 38
川崎 達也, 卯野木 健, 林田 敬, 安藤 守秀, 飯田 有輝, 笠井 史人, 河合 佑亮, 神津 玲, 齊藤 正和, 櫻本 秀明, 佐々木 信幸, 佐浦 隆一, 對東 俊介, 中村 謙介, 
高橋 哲也, 西田 修, 日本集中治療医学会集中治療早期リハビリテーション委員会. 重症患者リハビリテーション診療ガイドラインできました!　重症小児に対するリハビリテーショ
ン. 第50回日本集中治療医学会学術集会，国立京都国際会館、2023年3月2日～4日

国内学会発表 39
河合 佑亮, 野々山 忠芳, 大倉 和貴, 北山 未央, 成田 知大, 宮城島 沙織, 近藤 豊, 吉廣 尚大, 卯野木 健, 高橋 哲也, 西田 修. 重症患者リハビリテーション診療ガイ
ドラインできました!　重症患者に対して神経筋電気刺激または/および床上エルゴメータを行うか?. 第50回日本集中治療医学会学術集会，国立京都国際会館、2023年3月
2日～4日

国内学会発表 40
卯野木 健, 林田 敬, 安藤 守秀, 飯田 有輝, 川崎 達也, 笠井 史人, 河合 佑亮, 神津 玲, 近藤 豊, 齊藤 正和, 櫻本 秀明, 佐々木 信幸, 佐浦 隆一, 對東 俊介, 中
村 謙介, 高橋 哲也, 西田 修, 日本集中治療医学会集中治療早期リハビリテーション委員会. 重症患者リハビリテーション診療ガイドラインできました!　日本版重症患者リハビリ
テーション診療ガイドライン2023の概要. 第50回日本集中治療医学会学術集会，国立京都国際会館、2023年3月2日～4日

国内学会発表 41 榎本佳子,　藤尾祐子, 他：家族介護者が行う要介護高齢者の排便ケアの実際とケア時に抱く思い, 日本老年看護学会第28回学術集会 in 横浜, 2023年6月17日

国内学会発表 42 杉山智子，大西麻未，八木範子，湯浅美千代，高齢者医療に取り組む病院の看護師が重視している倫理的行動，日本老年看護学会第28回学術集会，横浜市，
2023年6月17日-18日(オンデマンド）

国内学会発表 43 佐野知世，湯浅美千代，杉山智子，認知症高齢者に生じたせん妄に関する訪問看護師のアセスメント過程，日本老年看護学会第28回学術集会，横浜市，2023年6
月17日、18日(オンデマンド）

国内学会発表 44 横山 久美, 高梨 あさき, 糠信 憲明, 小元 まき子, 島田 広美,高齢者介護施設においてHIV陽性要介護高齢者の入所を可能とする要因の検討,日本老年医学会雑誌,横
浜市,60,58-59,2023年06月16日

国内学会発表 45 嵐田順子,湯浅美千代,島田広美,終末期にある意思疎通困難な高齢者への看護実践の評価・修正に関する判断.日本老年看護学会第28回学術集会抄録集,横浜
市,197,2023年6月16日

国内学会発表 46 東森由香,湯浅美千代, 島田広美.介護老人保健施設の看護管理者が捉えている看取りの課題.日本老年看護学会第28回学術集会抄録集,横浜市,194, 2023年6月
16日

国内学会発表 47 孫美玲,湯浅美千代, 島田広美,中国文化を生きた高齢者による日本の医療機関利用に関わる体験.日本老年看護学会第28回学術集会抄録集,横浜市,224, 2023年6
月16日



国内学会発表 48 八木範子，島田広美，杉山智子，湯浅美千代，独居の認知症高齢者の退院支援に関する看護師の思考，日本老年看護学会第28回学術集会，横浜市，2023年6
月17日-18日(オンデマンド）

国内学会発表 49 島田広美,岡本美代子,川上和美,野崎真奈美,地域在住高齢者のヘルスリテラシーの構成要素.第9回日本混合法研究学会年次大会抄録集,30, 2023年10月29日

国内学会発表 50 濱田千江子, 慢性透析患者の情報通信環境と健康管理の現状～多施設共同研究～. 日本透析医学会総会, 神戸, 2023年6月17日

国内学会発表 51 濱田千江子, フレイル慢性透析患者のヘルスリテラシーと家庭の現状について～多施設共同研究～. 日本透析医学会総会, 神戸, 2023年6月17日

国内学会発表 52 濱田千江子, 用薬種の多少による慢性血液透析患者の健康管理状況の違い～多施設共同研究～. 日本透析医学会総会, 神戸, 2023年6月17日

国内学会発表 53 高山 千聖, 大澤勲, 濱田千江子, 維持血液透析患者における通信環境とフレイルや透析管理に関連するヘルスリテラシーとの関連性についての多施設共同研究. 日本透析
医学会総会, 神戸, 2023年6月17日

国内学会発表 54 田村好史, 高齢者糖尿病とサルコペニア., 第60回日本糖尿病学会関東甲信越地方会, 長野県(日本), 2023年1月28-29日

国内学会発表 55 田村好史, 「運動でやせる」のまちがい., 第31回日本医学会総会, 東京都(日本), 2023年4月21-23日

国内学会発表 56 田村好史, 健康寿命延伸に関するエビデンスと課題., 第31回日本医学会総会, 東京都(日本), 2023年4月21-23日

国内学会発表 57
坂本翔太, 筧佐織, A. Abulaiti, 大塚光, 石薈聡, 田端宏樹, 染谷由希, 内藤仁嗣, 木屋舞, 田島翼, 伊藤直顕, 加賀英義, 吉澤裕世, 河盛隆造, 綿田裕孝, 田村好
史, 日本の地域在住高齢者におけるGCKR多型の表現型に対するFGF21の媒介効果　文京ヘルススタディーによるMediation analysis., 第66回日本糖尿病学会年次学
術集会, 鹿児島県(日本), 2023年5月11-13日　(口頭・ポスター）.

国内学会発表 58 田村好史., 肥満症治療の最前線:薬物療法と減量・代謝改善手術療法が拓く新時代　肥満の予防や治療から考える身体活動の意義., 第66回日本糖尿病学会年次学術
集会, 鹿児島県(日本), 2023年5月11-13日

国内学会発表 59 A. Adili, 金子晴香, 劉立足, 根岸義文, 東村潤, 若菜傑, 金栄智, 小林慶司, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, 脛骨前後・内側骨棘は内側半月板断裂のリスク因子
であり,前方骨棘は後節と後方骨棘は前節断裂と関連する　文京ヘルススタディ., 第96回日本整形外科学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年5月11-14日　(口演)



国内学会発表 60 伊藤修司, 多久和紘志, 筧佐織, 熊橋伸之, 金子晴香, 石島旨章, 綿田裕孝, 田村好史, 内尾祐司, 寺尾知可史, 池川志郎, 日本人住民コホートにおける変形性膝関
節症のゲノムワイド関連解析., 第96回日本整形外科学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年5月11-14日　(口演)

国内学会発表 61 笹原崇宏, 金子晴香, 劉立足, 根岸義文, 青木孝子, A. Adili, 東村潤, 若菜傑, 久保田光昭, 田村好史, 石島旨章, 高齢者の睡眠障害と変形性膝関節症の疼痛は関
連する　文京ヘルススタディ., 第96回日本整形外科学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年5月11-14日　(口頭・ポスター）.

国内学会発表 62 山村拓也, 金子晴香, A. Adili, 劉立足, 青木孝子, 東村潤, 若菜傑, 待山祐一郎, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, K/Lグレード0の中年者の内側半月板逸脱は6年
後の膝のこわばり増悪のリスク因子である　OAIデータの6年縦断解析., 第96回日本整形外科学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年5月11-14日　(口演)

国内学会発表 63 若菜傑, 金子晴香, 劉立足, A. Adili, 根岸義文, 東村潤, 待山祐一郎, 山村拓也, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, 初期変形性膝関節症を呈する高齢者のロコモ度
はMRIによる膝関節構造変化とも関連しない　文京ヘルススタディ., 第96回日本整形外科学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年5月11-14日　(口頭・ポスター）.

国内学会発表 64 待山祐一郎, 金子晴香, 小林慶司, 東村潤, 若菜傑, A. Adili, 山村拓也, 金栄智, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, 老年期の運動習慣は膝痛や日常生活の状態お
よび下肢筋力と関連する　文京ヘルススタディ., 第96回日本整形外科学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年5月11-14日　(口頭・ポスター）.

国内学会発表 65
若菜傑, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 羽田晋之介, 金栄智, A. Arepati, 根岸義文, 東村潤, 待山祐一郎, 山村拓也, 小林慶司, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨
章, 進行期・末期変形性膝関節症を呈する高齢者のロコモ度はMRI膝構造変化と関連せず運動機能と関連する　文京ヘルススタディー., 第51回日本関節病学会, 東京都
(日本), 2023年7月21-22日　(口演)

国内学会発表 66 B. T. Hien, 加賀英義, 筧沙織, 内藤仁嗣, 田端宏樹, 田島翼, 伊藤直顕, 綿田裕孝, 田村好史, 2型糖尿病の遺伝的リスクが同程度の糖尿病のある高齢者とない高齢
者の代謝的特徴の比較., 第73回日本体質医学会総会, 東京都(日本), 2023年9月9-10日　(口頭・ポスター）.

国内学会発表 67 内藤仁嗣, 加賀英義, 染谷由希, 田端宏樹, 筧沙織, 田島翼, 伊藤直顕, 佐藤元津, 門脇聡, 綿田裕孝, 田村好史, 高齢期における耐糖能悪化のメカニズムの解明(文
京ヘルススタディー)., 第73回日本体質医学会総会, 東京都(日本), 2023年9月9-10日　(口頭・ポスター）.

国内学会発表 68 伊藤直顕, 加賀英義, 染谷由希, 田端宏樹, 筧佐織, 内藤仁嗣, 田島翼, 佐藤元律, 門脇聡, 綿田裕孝, 田村好史, 高齢者における肥満と骨密度低下の合併が脳小血
管病変の有病率に与える影響　Bunkyo Health Study., 第73回日本体質医学会総会, 東京都(日本), 2023年9月9-10日

国内学会発表 69 田村好史, 慢性疾患を有する人における運動の重要性と安全に行うためのポイント 身体活動増加を勧める医師の立場から., 日本体力医学会特別大会 2023東京シンポジウ
ム, 東京都(日本), 2023年9月17日

国内学会発表 70 田村好史, 『公衆衛生と運動療法の間（あわい）を誰が担うのか？社会的処方としての運動療法』公衆衛生と運動療法の間～医療側の考え方～., 第42回日本臨床運動
療法学会学術集会, 栃木県(日本), 2023年10月14-15日

国内学会発表 71 笹原崇宏, 金子晴香, 劉立足, 根岸義文, 青木孝子, A. Adili, 東村潤, 若菜傑, 久保田光昭, 田村好史, 石島旨章, 高齢者の夜間痛と変形性膝関節症の重症度・構
造変化は関連する　文京ヘルススタディ., 第38回日本整形外科学会基礎学術集会, 茨城県(日本), 2023年10月19-20日　(口頭・ポスター）.



国内学会発表 72 山村拓也, 金子晴香, A. Adili, 劉立足, 青木孝子, 東村潤, 若菜傑, 待山祐一郎, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, 変形性膝関節症に伴う内側半月板の逸脱は後
節幅と負に相関し前節厚と正に相関する., 第38回日本整形外科学会基礎学術集会, 茨城県(日本), 2023年10月19-20日　(口演)

国内学会発表 73 若菜傑, 金子晴香, 劉立足, 青木孝子, 羽田晋之介, 金栄智, A. Adili, 小林慶司, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, 高齢者のロコモの多くは立ち上がりテストで判定さ
れる　文京ヘルススタディ., 第38回日本整形外科学会基礎学術集会, 茨城県(日本), 2023年10月19-20日　(口演)

国内学会発表 74 待山祐一郎, 金子晴香, 劉立足, 東村潤, A. Adili, 山村拓也, 若菜傑, 田村好史, 久保田光昭, 石島旨章, 新ロコモ度と生体電気インピーダンス法によるphase angleは
関連する　文京ヘルススタディー., 第38回日本整形外科学会基礎学術集会, 茨城県(日本), 2023年10月19-20日

国内学会発表 75 田村好史, 長期的な視点に基づく運動・食事によるフレイル・サルコペニア予防., 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会, 東京都(日本), 2023年11月4-5日

国内学会発表 76 内藤仁嗣, 田端宏樹, 新村直哉, 梅田暢大, 松本知也, 齋藤親, 加賀英義, 吉澤裕世, 筧佐織, 荒井秀典, 河盛隆造, 綿田裕孝, 田村好史, スマートフォンを用いた歩行
動作解析の信頼性と臨床的意義., 第10回日本サルコペニア・フレイル学会大会, 東京都(日本), 2023年11月4-5日　(口演)

国内学会発表 77
田村好史, 筋肉・サルコペニアと肥満 サルコペニア・代謝的肥満と脳機能., 第44回日本肥満学会・第41回日本肥満症治療学会学術集会, 宮城県(日本), 2023年11月
25-26日



区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演 1

特別講演・
招待講演 2

特別講演・
招待講演 3 柴田展人,　職域における若年性認知症への気づきと対応,　令和５年度　長崎県若年性認知症研修　長崎農協会館、web 2023年11月28日

特別講演・
招待講演 4 柴田展人,　認知症の早期発見と予防と運動,　江東区主催　江東区区民公開講座　ティアラ江東,　2023年10月3日

特別講演・
招待講演 5 柴田展人,　職域における若年性認知症への気づきと対応,　NPO法人若年認知症サポートセンター主催公開講座　友愛会館、web,東京,　2023年7月8日

特別講演・
招待講演 6 柴田展人,　認知症を学びましょう-人生100年時代に向けて-,　順天堂東京江東高齢者医療センター　主催　区民公開講座、同センター、2023年6月24日

特別講演・
招待講演 7 柴田展人,　若年性認知症の基礎知識（職域での若年性認知症の気づきと対応）,　東京都主催　若年性認知症企業向け研修会　web ライブ配信　東京,　2023年1月

17日

特別講演・
招待講演 8 柴田展人,　アルツハイマー病の初期診断と治療開始のポイント,　 東京都精神神経科診療所協会城東支部主催講演会　web ライブ配信　東京 2023年10月18日

特別講演・
招待講演 9 浅岡大介,　高齢者の全身を診る -フレイルと低亜鉛血症-,　第19回 日本消化管学会総会学術集会 イブニングセミナー,　2023年2月3日

特別講演・
招待講演 10 浅岡大介,　高齢者フレイルと人参養栄湯,　第34回 日本老年医学会四国地方会 スポンサードセミナー,　2023年2月12日

特別講演・
招待講演 11 浅岡大介,　人生100年時代　健康長寿を目指して今できること　長寿いきいきサポート外来について,　第51回 順天堂大学 都民公開講座,　2023年6月17日

平澤恵理,　細胞外マトリックスから見た老化研究,　第46回分子生物学会フォーラム. 　第 46 回日本分子生物学会年会　神戸, 　2023年　12月6日 ～ 12月8日

内藤久士,　フレイル・ロコモ予防のための身体活動,　日本医学会連合TEAM事業「フレイル・ロコモ対策会議」企画フレイル・ロコモを予防する：80GOの実現へ向けて,　第31
回日本医学会総会,　東京,　2023年4月23日



特別講演・
招待講演 12 浅岡大介,　高齢者の慢性便秘症治療とプロバイオティクスへの期待,　第25回 日本高齢消化器病学会総会　スポンサードセミナー,　2023年7月29日

特別講演・
招待講演 13 浅岡大介,　プロバイオティクスによる精神的フレイル(軽度認知障害)予防について,　第19回 日本食品免疫学会 学術大会　スポンサードシンポジウム,　2023年11月15日

特別講演・
招待講演 14 町田修一,　レジスタンストレーニングによる抗サルコペニア効果, 第100回日本生理学会大会, 京都, 2023年3月15日

特別講演・
招待講演 15 町田修一,　ロコモ予防のための自体重筋力トレーニングの開発と社会実装. 第96回日本整形外科学会学術総会, 横浜市, 2023年5月14日

特別講演・
招待講演 16 町田修一,　サルコペニア予防の実現に向けた基礎研究と応用研究の現状. 日本体力医学会特別大会-2023東京シンポジウム-, 早稲田大学, 2023年9月17日

特別講演・
招待講演 17 田村好史,　腎移植前後の運動療法、栄養管理について　腎移植と身体活動・運動療法., 第56回日本臨床腎移植学会, 東京都(日本), 2023年2月10-12日.

特別講演・
招待講演 18 田村好史,　糖尿病の予防と身体活動., 第22回糖尿病予防講演会, 東京都(日本), 2023年9月2日

特別講演・
招待講演 19 田村好史,　慢性疾患とアクティブガイド., 第34回日本臨床スポーツ医学会学術集会, 神奈川県(日本), 2023年11月11-12日
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